
日

、

市

議

会

本

会

議

23

で

各

党

代

表

質

問

。

日

本

共

産

党

か

ら

、

西

野

さ

ち

子

（

伏

見

）
・

平

井

良

人

（
中
京
）
両
議
員
が
質
問
。

市

長

ら

の

答

弁

と

井

上

議

員
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

※

※

●

質

問

＝

保

健

所

を

各

区

か

ら

な

く

し

た

為

、

地

域

で

の

感

染

拡

大

防

止

・

保

健

予

防

活

動

が

後

退

。

コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
一
因
に
。

各
区
に
戻
す
べ
き
。

○

答

弁

＝

各

区

に

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

を

設

置

し

た

（

感

想

＝

保

健

所

と

は

無

関

係

）
。

一

カ

所

に

ま

と

め

、

一

貫

し

た

対

応

で

大

き

な

効

果

を

発

揮

（

各

区

に

あ

っ

て

も

、

市

役

所

か

ら

の

指

示

で

一

貫

さ

せ

る

の
が
可
能
な
の
は
当
然
）
。

●

北

陸

新

幹

線

延

伸

計

画

は
中
止
を
。

○

利

便

性

向

上

、

災

害

時

に

も

役

立

つ

。

環

境

に

も

配

慮

さ

れ

る

。

市

負

担

は

極

小

化

を

め

ざ

す

（
「

サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
で
十
分
。

災

害

で

止

ま

る

こ

と

は

な

い

の

か

。

市

内

の

地

下

を

通

っ

て

環

境

へ

の

影

響

は

必
至
。
市
の
負
担
も
不
明
。

高

く

つ

く

お

そ

れ

も

）
。

●

「

財

政

危

機

」

は

誇

大

広
告
だ
。

○

行

財

政

改

革

は

財

政

が

厳

し

い

か

ら

で

は

な

く

、

各

制

度

が

持

続

可

能

に

な

る

よ

う

再

構

築

。

財

政

好

転

は

一

時

的

な

も

の

で

や

は

り

厳

し

い

（

改

革

と

は

切
捨
て
・
値
上
げ
の
こ
と
。

「
厳
し
い
か
ら
で
は
な
い
」

と

思

わ

ず

本

音

が

出

た

の

か

。

切

捨

て

・

値

上

げ

あ

り

き

で

「

財

政

危

機

」

は

後
か
ら
の
理
由
付
け
？
）
。

●

保

育

園

補

助

金

削

減

を

撤
回
せ
よ
。

○

各

園

の

裁

量

を

発

揮

で

き

る

よ

う

に

し

た

（

各

園

を
バ
ラ
バ
ラ
に
）
。

●

物

価

高

か

ら

中

小

零

細

事

業

所

を

守

れ

。

消

費

税

減

税

・

イ

ン

ボ

イ

ス

中

止

・

大

企

業

へ

の

適

正

課

税

を
、
国
に
求
め
よ
。

○

事

業

者

が

厳

し

い

と

認

識

は

し

て

い

る

。

物

価

高

対
策
は
国
に
求
め
て
い
く
。

税

金

の

在

り

方

は

国

の

問

題

。

イ

ン

ボ

イ

ス

は

適

正

課

税

の

為

（

自

治

体

と

し

て
独
自
の
対
策
は
無
い
）
。

●

非

正

規

雇

用

を

減

ら

す

為

、

労

働

者

派

遣

法

の

改

正
を
国
に
求
め
よ
。

○

非

正

規

労

働

者

の

待

遇

改
善
を
国
に
求
め
て
い
る
。

●

大

学

の

学

費

軽

減

を

。

今

年

度

の

非

課

税

世

帯

に

も

万

円

の

給

付

金

が

10

実

現

へ

。

ま

た

、

低

所

得

の

子

育

て

世

帯

へ

の

給

付

弘

法

宣

伝

日

、

た

け

や

ま

さ

い

21

こ

さ

ん

・

こ

く

た

恵

二

衆

院
議
員
ら
と
弘
法
宣
伝

○

市

外

出

身

の

学

生

が

多

い

。

国

に

お

い

て

拡

充

が

図

ら

れ

て

い

る

（

市

独

自

の

給

付

制

奨

学

金

制

度

を

創
る
べ
き
）
。

●

市

バ

ス

・

地

下

鉄

運

賃

値

上

げ

方

針

の

撤

回

を

。

○

コ

ロ

ナ

の

影

響

等

で

減

収

。

運

賃

改

定

は

事

業

を

守

る

為

（

独

立

採

算

制

＝

運

賃

収

入

で

賄

う

＝

に

こ

だ

わ

っ

て

い

る

限

り

展

望

は

な

い

。

国

の

責

任

発

揮

を
強
力
に
求
め
る
べ
き
）
。

金

も

併

せ

て

補

正

予

算

が

組

ま

れ

ま

し

た

。

物

価

高

対

策

の

事

業

者

支

援

の

補

正

は

６

月

の

予

定

で

す

。
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コロナ禍、物価上昇から市民の生活
を守る集会に参加（５／２２）

６月１日、市議会本会議を傍聴しよう
健康増進センター・ヘルスピアを来年３

月で廃止すると、市長が提案しています。

その採決が６月１日に迫っています。各党

の賛否の別を、是非、直接、お確かめ下さ

い。日本共産党は反対ですが、賛成が多数

なら決まってしまいます。６月１日、午前

１０時～。市役所２階の共産党議員団室に

て、傍聴券を受け取って下さい。

存続を求める署名が、既に４，９３３筆

集まり、市長や議会宛てに提出されていま

す（５／２３時点)。

写真は、市役所前で訴える、「存続を求め

る会」の橘見治郎代表とビラをまく井上議

員ら（５／２３）。

※ ５月 20 日、質問の予定でしたが、議会
運営上、当日の質問はしませんでした。

市
長
、
引
続
き
「
改
革
」
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
切

り
捨
て
と
公
共
料
金
等
値
上
げ
）

推
進
を
表
明

＝
市
議
会
本
会
議
答
弁
＝

給
付
金
拡
充
や
物
価
高
対
策
が
少
し
改
善


